
屍

画
Ⅳ
□
ひ

一
Ｆ

需
岬
跡
”
砂
〃
鱗
．
‐
ｌ
卜
‐
‐
ト
ー
‐

ノ内

平成24年度特別展



平成24年度特別展図録

江戸時代の地図づく り

一国絵図作成事業と津山藩一

津山郷士博物館



凡
例

本
図
録
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
六
日
か
ら
十
一
月
十
八

日
ま
で
、
津
山
郷
土
博
物
館
に
お
い
て
開
催
す
る
、
平
成
二

十
四
年
度
特
別
展
「
江
戸
時
代
の
地
図
づ
く
り
１
国
絵
図
作

成
事
業
と
津
山
藩
ｌ
」
の
展
覧
会
図
録
で
あ
る
。

本
図
録
は
、
美
作
国
絵
図
の
資
料
集
と
し
て
も
編
集
し
、

関
連
資
料
を
で
き
る
か
ぎ
り
多
く
掲
載
し
た
。
そ
の
た
め
、

出
展
資
料
は
本
書
掲
載
資
料
の
う
ち
の
一
部
で
あ
り
、
本
書

の
図
版
番
号
と
列
品
題
菱
の
番
号
と
は
一
致
し
な
い
。

図
版
辺
・
泥
の
写
真
は
、
国
立
公
文
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。

そ
の
他
の
図
版
の
写
真
は
、
当
館
学
芸
員
小
島
徹
・
梶
村

明
慶
が
撮
影
し
た
。

本
図
録
の
う
ち
、
関
連
資
料
翻
刻
は
梶
村
が
担
当
し
た
。

そ
の
他
の
執
筆
と
全
体
の
編
集
は
小
島
が
担
当
し
た
。



江
戸
幕
府
は
、
諸
大
名
に
命
じ
て
国
ご
と
の
地
図
で
あ
る
国
絵
図
を
作
成
し
、
年
数
を
経
て
古
く
な
る

と
改
訂
を
重
ね
ま
し
た
。
大
規
模
な
も
の
は
、
慶
長
・
正
保
・
元
禄
・
天
保
期
の
四
回
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
絵
図
の
仕
様
は
美
し
く
壮
大
で
、
山
川
や
湖
、
海
や
島
な
ど
の
自
然
地
形
は
も
ち
ろ
ん
、
国
・
郡
の

境
界
や
城
郭
・
村
・
道
路
・
一
里
塚
ま
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

幕
府
に
収
納
さ
れ
た
美
作
国
絵
図
の
原
本
の
う
ち
、
現
存
す
る
の
は
天
保
度
の
も
の
だ
け
で
す
が
、
当

館
で
近
年
収
集
し
た
資
料
の
中
に
、
津
山
藩
に
お
け
る
正
保
・
元
禄
・
天
保
度
の
作
成
・
改
訂
の
過
程
で

作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
絵
図
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
改
訂
作
業
の
準
備
段
階
で
作
ら
れ

た
村
絵
図
な
ど
の
関
連
資
料
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
そ
う
し
た
諸
資
料
か
ら
国
絵
図
の
作
成
過
程
に
迫
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
地
図
づ

く
り
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
地
図
の
歴
史
や
地
理
感
覚
の
移
り
変
わ
り
な
ど
に
、
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
あ
い
さ
つ

平
成
二
十
四
年
十
月
六
日

津
山
郷
土
博
物
館

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
資
料
の
出
展
を
ご
承
諾
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



図
版
１目
次

※

表
紙
の
写
真
は
、
正
保
美
作
国
絵
図
（
右
下
）
と

元
禄
美
作
国
絵
図
（
左
上
）
。
裏
表
紙
の
写
真
は
、

正
保
美
作
国
絵
図
に
描
か
れ
た
那
岐
山
。

１
．
正
保
国
絵
図
と
津
山
藩

２
．
元
禄
国
絵
図
と
津
山
藩

３
．
天
保
国
絵
図
と
津
山
藩

9６９４９３８４８０１７ ５１

解
説

関
連
資
料
翻
刻

略
年
表

掲
載
資
料
目
録

参
考
文
献
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１ 正保美作国絵図

正保年間（1644～48）か森内記（個人蔵）

タテ（南北）280cm×ヨコ（東西）372ｃｍ
らいし

左下余白部分の晶紙目録には、国内12郡の郡名と石高集計が列挙され、

末尾に「惣高合拾八万六千五百石／美作一国之絵図／森内記（長継)」と

記されています。森家の歴史を編纂した「森家先代実録｣巻７によると、

正保３年(1646)７月に国絵図を幕府へ献上しています。この献上図原本

は現存しませんが、その控えか写しと考えられます。ただし、一緒に提

出された郷帳の写しをはじめ、作成過程の記録などの関連資料は見当た

りません。

２



図版１の部分拡大：津山城下とその周辺部分

４
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２元禄美作国絵図

元禄１３年（1700）１２月松平備前守（個人蔵）

タテ（南北）285cm×ヨコ（東西）６２cm×６枚
らいし

左下余白の晶紙目録に、国内１２郡の郡名と石高・村数の集計が列挙さ

れ、末尾に「高都合弐拾五万九千三百五拾三石七斗壱合五百九拾九ヶ

村／元禄十三庚辰年十二月松平備前守(長矩)」と記されています。津

山藩｢江戸日記｣によると、元禄13年１２月１２日に幕府評定所へ国絵図を上

納していて、この上納図原本は現存しませんが、その控えか写しでしょ
へり

う。南北方向で６枚に分割されています。国境部分の｢縁絵図｣などの関

連資料は見当たりません。

６



予弄

蕊

繍嘩
主封・駐・､？
爵･&:鵠章

Ｆ'ぬｑ

パ

テ$＄

＃

図版２の部分拡大：津山城下とその周辺部分
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ふれ

大庄屋が管轄する触単位の絵図【図版ｓ～ｇ】

元禄度の美作国絵図改訂の際、津山１０万石を拝領したばかりの松平家では、領内各村の様子を
ふれ

把握する目的もあってか、当時の大庄屋が管轄していた「触」と呼ばれる単位で絵図を作成させ

ています。それぞれの絵図の余白や裏面には、後世の加筆ですが、国絵図改訂のために元禄１２年

（1699）～13年頃に作成されたと記されています。複数の村を１枚にまとめているので、描画・

記載内容は大まかなものですが、当時の各村の様子を知るうえで、非常に有用な資料です。

３山北触絵図矢吹家文書

さいほ〈じよう

図面の右方向が、北の方角です。西北条郡山二|上村の大庄屋が当時管轄していた、おもに津山城下から

北西方向に位置する村々の絵図。今の津山市山北・小田中から一宮にかけての地域に当たります。



９

1

今

たのむら

４田邑触絵図矢吹家文書

図面の左方向が、北の方角です。西北条郡下田邑村の大庄屋が当時管轄していた村々の絵図。今の津山

市上田邑・下田邑の一帯に当たります。



５綾部触絵図矢吹家文書

とうほ<じよう

図面の上方向が、北の方角です。東北条郡綾部村の大庄屋が当時管轄していた村々の絵図。今の津ILl
くごう

市東部、草加部・綾部から|日加茂町南端の下津川・公郷・成安にかけての地域に当たります。

1０



1１

こなかばら

６小中原触絵図矢,次家文書

図面の上方向が、

市北部、旧加茂町

北の方角です。束北条郡小中原村の大庄屋が当時神｜
あぱ

阿波村のほぼ全域に当たります-。

していた村々の絵図。今の津山



７奥津触絵図 矢吹家文沓：

さいさいじよう かみさいばら

図面の上方向が、北の方角です。西々条郡奥津村周辺の村々の絵lxIo今の鏡野町北部、旧上斎原村の

全域と旧奥津町の大部分の地域に当たります。

1２



1３

８
かみごうち

上河内力､絵図

利

矢吹家文警：

おおば

図面の上方向が、北の方角です。大庭郡上河内村の大庄屋が当時管1階していた村々の絵図。今の真庭市
よの しもみ

南東部、余野・上河内から大庭・西原・~ド見にかけての地域に当たります。



畠ワー

ましま

９真島触絵l叉Ｉ

八Ｐ

矢吹家文調：

図面の上方向が、北の方角です。其烏郡のほぼ北半分の村々の絵図。今の真庭市北西部一帯と新庄村の

全域で、旭川上流域のネi峰にJ1たります。

1４
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元禄13年（1700）１２月12日条津山藩松平家文書（岡山県指定重要文化財）
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10江戸日記元禄１２年（1699）３月26日条津山藩松平家文書(岡山県指定重要文化財）
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力､ず

前日に指示が下った美作国絵IxI改訂について、津山藩内で担当者を決めて通達した際の記事◎･佐久間主
え

計が総責任者、実務の総括をﾉ｣､|鳴新五右衛門が担当することになりました。

仕上がった美作国絵図を、幕府評定所へ上納した際の記事。幕閣たちから｢残す所無く良く出来ている」

とのあいさつがあり、無事に受領してもらえました。
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１２ 天保美作国絵図(幕府収納原本） 国指定重要文化財

あけら

天保９年（1838）５月明楽飛騨守ほか（国立公文書館蔵）

タテ（南北）272cm×ヨコ（東西）389ｃｍ
かけがみ

津山藩が天保８年10月１８日に提出した懸紙修正図Iこ基づき、幕府勘定
らいし

所で清書して収納された国絵図の原本。左下余白の晶紙目録に、国内１２

郡の郡名と石高・村数の集計が列挙され、末尾に「高都合弐拾六万弐千

九拾九石九升八合村数六百三拾五箇村／天保九年戊戊五月明楽飛騨

守(茂村・勘定奉行)／田口五郎左衛門（喜行・勘定吟味役)／大沢主馬

（信豊・目付)」と、幕府側の改訂責任者の名が連ねられています。

1８



図版１２の部分拡大：津山城下とその周辺部分

2M§



,１３ 天保美作国絵図(総修正下絵図）

天保年間（1830～44）か（個人蔵）

タテ（南北）最長260cm×ヨコ（東西）５５cm×７枚

南北方向で７枚に分割され、貼り紙(懸紙)による修正が各所に施され
らL，し

ています。余白部分は省略され、晶紙目録もありません。天保度の改訂

では、元禄図の写しを細長く分割したものが幕府から交付され、懸紙修

正を加えて提出することになっていました。この時に津山藩に交付され

た美作国絵図が７巻ですので、その記録と合致します６提出用の絵図修

正に先立って作成された下絵図か控えではないでしょうか。



図版１３の部分拡大：津山城下とその周辺部分

2２



●

1４ 天保美作国絵図(修正前の写し）

天保年間（1830～44）か（個人蔵）

タテ（南北）最長260cm×ヨコ（東西）５５cm×７枚

南北方向で７枚に分割され、余白が省略されている点は図版１３の絵図
かけがみ

と同様ですが、懸紙修正どころか文字記載が全く見られません。ただし、

文字がないというだけで、国土の描画については欠けた箇所はありませ

ん。幕府から交付された絵図に下準備もなく懸紙修正を加えて、元に戻

したくても戻せないという事態を避けるために複数部作成された写しの

うち、使われずに残った１部ではないかと思われます。



2４

則

図版１４の部分拡大：津山城下とその周辺部分
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がまえ

山北構大庄屋が管轄する村の絵図【図版15~so】
ふれ かまえ

元禄期に「触」と呼ばれていた大庄屋の管轄区域は、天保期には「構」と呼ばれています。こ

こで紹介する絵図群は、山北構大庄屋の大谷家に伝来したものです。いずれも年記は天保８年

（1837）２月、約80cm四方の寸法で、耕作地を黄色で彩色し、余白に村高の記載と村役人の連署

が見られるなど、規格はほぼ統一されています。これらの村絵図作成の目的を明記した資料は見

つかっていないのですが、作成時期から考えれば、おそらく国絵図改訂に必要な情報収集のため

でしょう。

※この絵図群は、全て上方向を北の方角にそろえて収録しています。．

今満輔:熟。 鈎

１５山北村絵図 (今の津山市山北・北園町）

中央の白抜き部分が、現在の衆楽園。
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2５

右下の木立の中に建っているのが、美作の総社宮。

(今の津山市総社）

そうじゃ

'６惣社村絵図
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おばら

１７小原村絵図（今の津山市小原）

かく′らお

左端の村境の山頂に見えるのが、ネIh楽尾城跡。
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Ｇ
『虻

左上から右下に流れているのが宮川。
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２１野介代村絵図
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(今の津山市野介代）
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下端の太い赤線の分岐点が、出雲往来と因幡道が分かれる玉琳。
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左上の溜池が、県営競技場への進入路の左手にある111崎池。
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２３沼村絵図 (今の津山市沼・弥生町）

右下の白抜き部分が家老永見家の下屋敷で、現在の弥生団地付近。
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２４勝部村絵図 (今の津111市勝部）

上部中央に鳥居と参道が見えるのが今の勝部神社で、右隣が大帯寺。
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２５東一宮村里方絵図 (今の津111市東一宮）

左.ﾄﾞの村境を流れる宮川に、北から職野川が合流。
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やまがた

２６束一宮村山方絵図
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右下から左上先端部に続く山道は、万福寺へ向かう黒沢道。
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上部の111地のほとんどは、現在のグリーンヒルズ。
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(今の津山市大田）
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左端の山上の木立に囲まれた所が、栃畑神社。
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右端の村境の尾根づたいに通る赤線は、加茂への往来筋ｃ
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３０西一宮村絵図 (今の津山市一宮）

右上の宮川沿いに中山神社、その下の山沿いに本光寺。
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土浦藩士屋氏が支配する飛地の村の絵図【図版31～45】

元禄期以降、美作国内には諸大名の飛地が複雑に入り組むようになります。常陸土浦藩土屋氏

は、延享４年（1747）に飛地を得ました。ここで紹介する村絵図群は、天保期の土浦藩の飛地が

全てそろっています。年記は天保８年（1837）３月で、約80cm四方の寸法と、耕作地の黄色の彩

色、余白の村高記載や村役人の連署など、規格は山北構の村絵図群とほぼ同じです。この絵図群

にも作成目的を明記した関連資料がないのですが、おそらく国絵図改訂のため津山藩から依頼さ

れ、近長村の陣屋で作成して津山藩に送られたのではないでしょうか。

※この絵図群は、全て上方向を北の方角にそろえて収録しています。

中央下寄りの「氏神」が現在の八坂神社で、その左隣に「陣屋」の記載。土浦から派遣された代官は、こ

こを拠点にして飛地を支配しました。
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左下の山上の鳥居の場所には、舞台で知られる田熊八幡神社があります。
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中央を蛇行する川は広戸川、左端には神宮山の古城跡があります。
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上端の村境を津川川が流れ、左端の加茂川に合流していますｃ

(今の津山市三浦）矢吹家文書

つがわはら

４２津川原村絵図

巳

２

⑬ 蝉

５１

ソ

童

諏
硬 堂言逗

圃

再凪zド

ヤ
＆

偽SＪ

》
野
＃
・

》
『
馳
銅
／
／
／

．
‘
、
、
ン

一
》
議
拠
！
；
雷

の③壱

■＝

同
勿
必
秘
凋 ！

前一
一 池

〉
互自

、あ



■

吉野川と閃幡往来が並行して上~1､~に1‘樋、右側山裾には岩倉寺と粟倉神社。
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因幡往来の宿場に当たり、道筋のほぼ中間に「古町駅｜と記されています。
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ここも因Ill番往来の宿場で、左上が因幡との|韮I境の志戸坂峠。
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４６抑入村下分絵図
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下端には加茂川が流れ、上端には因幡道が通っています。
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キ甲入構大庄屋が管轄する村の絵図【図版46~66】

ここで紹介する絵図群は、押入構の大庄屋が当時管轄していた村のもので、天保８年（1837）

２月～６月の年記があります。吉野郡の７か村以外の規格は、111北構および土浦藩飛地の各村絵

図群とほぼ同じです。吉野郡７か村の絵図（図版59～65）は、寸法が55×40cmで耕作地は白地の

まま未着色です。この７か村はもともと幕府領で、前年１１月の津山藩の領地替えで津山藩領とな

りました。それから間もないため、何らかの事情で村絵図の規格が徹底しなかったのでしょうか。

※この絵図群のうち、規格が異なる吉野郡７か村の絵図以外は、全て上方向を北の方角にそろえて収録

しています。
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４９瓜生原ﾈｵ絵図 (今の津山市瓜生原）矢吹家文洲
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左端を蛇行しながら吉井川が流れ、上方で広戸川が合流します。天保８年(1837)７ﾉjに、龍野から津'１１

に届いた絵図かと思われます（図版69参照)。

5８



静

B：

藷
'壁 総ｆＦｔｌ 蝦

５０国分寺村絵図 (今の津山市国分寺）矢吹家文:i'}：

ほぼ中央の山裾に、村名の由来である国分寺があります。
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図面右上の方向が、北の方角です。中央を流れるのは梶並川の支流・粟井川で、ここが源流域に当たり

ます。
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図面左方向が、北の方角です。中央を流れるのは粟井lIl、上端の龍王山は野登香山ともいい、万葉集の

歌枕です。

7２

了
韓
乎
α
窃
寿
肉
眼

おの

６４小野村絵図（今の美作f1丁小野）矢吹家文書

j言》鐙



菅

悲
悲
御
啄
砕
冷
鋤
奇
哩
寧
呼
鈴
哩
諦
”
浜
島
貧
抑
鳥
嘩
参
命
蝉
面
鯉
掃
脚
嶺
縄
編
修
伽
埼

7３
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津山藩留守居役が幕府勘定所に呼び出され、勘定奉行の明楽茂村はじめ諸役人列席の中、国絵IXl改訂の

指示が下り、元禄の美作国絵図の写し７巻が下げ渡されました。
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くにぐにごうそんだかおかきあげのぎこうぎよりおおせいだされえどおるすいぶんつうおうへん
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矢吹家文智
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美作国之内郷村高1帳（津山藩髄郷帳控え）
天保３年（1832）正月津111藩郡代冊淵守助作成
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は
じ
め
に 解
説
恥
美
作
国
絵
図
作
成
・
改
訂
事
業
へ
の
津
山
藩
の
対
応

二
度
目
の
国
絵
図
徴
収
と
な
る
正
保
度
に
は
、
東
国
を
含
む
全
国
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
、

絵
図
の
規
格
・
様
式
の
統
一
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
郷
帳
の
他
に
道
帳
や
城
絵
図
の
提
出
も

あ
わ
せ
て
指
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
美
作
国
の
領
主
は
森
長
継
で
あ
り
、
彼
が
美
作
の
絵
図
元
（
作
成
担
当
者
）
に

命
ぜ
ら
れ
た
。
森
家
の
歴
史
を
編
纂
し
た
「
森
家
先
代
実
録
」
巻
七
に
は
、
正
保
二
年
（
一
六

四
五
）
秋
に
幕
府
大
目
付
井
上
政
重
（
国
絵
図
徴
収
担
当
者
）
か
ら
国
絵
図
に
関
す
る
指
示
が

下
り
、
翌
年
七
月
に
藩
内
で
作
成
し
た
下
絵
図
の
内
見
を
経
て
、
江
戸
の
町
絵
師
に
清
書
さ

せ
て
幕
府
へ
の
献
上
を
済
ま
せ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
ほ
か
、
「
同
実
録
」
巻
二
十
に
国
絵
図

に
添
え
て
献
上
さ
れ
た
「
美
作
国
郡
村
帳
」
（
郷
帳
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
献
上
さ
れ
た
正
保
国
絵
図
の
控
え
か
写
し
と
思
わ
れ
る
の
が
、
図
版
１
の
絵
図

で
あ
る
。
大
き
さ
は
南
北
二
八
○
ｍ
×
東
西
三
七
二
ｍ
、
晶
紙
目
録
に
は
国
内
十
二
郡
の
郡

名
と
石
高
集
計
が
列
挙
さ
れ
、
末
尾
に
「
惣
高
合
拾
八
万
六
千
五
百
石
／
美
作
一
国
之
絵

図
／
森
内
記
（
長
継
）
」
と
記
さ
れ
る
。
作
成
者
名
が
森
長
継
で
あ
る
こ
と
、
郡
別
の
石
高
集

計
が
「
森
家
先
代
実
録
」
所
収
「
美
作
国
郡
村
帳
」
に
合
致
す
る
こ
と
や
、
収
納
袋
に
「
美
作

国
古
御
絵
図
写
」
と
墨
書
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
正
保
国
絵
図
の
控
え
ま
た
は
写
し
と
判

断
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
緒
に
提
出
さ
れ
た
郷
帳
の
写
し
を
は
じ
め
、
作
成
過
程
の
記
録
な

江
戸
幕
府
が
は
じ
め
て
国
絵
図
を
徴
収
し
た
慶
長
度
は
、
西
国
に
限
定
さ
れ
て
い
た
模
様

で
、
十
数
ヶ
国
分
の
国
絵
図
写
し
が
現
存
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
美
作
国
の
領
主
は
森
忠
政
で
あ
る
た
め
、
彼
に
美
作
国
絵
図
の
作
成
が
指
示

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
絵
図
も
作
成
に
関
す
る
記
録
も
、
残
念
な
が
ら

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

未
確
認
の
慶
長
国
絵
図

正
保
国
絵
図
の
作
成
過
程

8０

江
戸
幕
府
は
、
諸
大
名
に
命
じ
て
国
ご
と
の
地
図
で
あ
る
国
絵
図
を
作
成
し
て
江
戸
城
の

紅
葉
山
文
庫
に
収
納
し
、
年
数
を
経
て
古
く
な
る
と
改
訂
を
重
ね
た
。
大
規
模
な
も
の
は
四

回
、
慶
長
・
正
保
・
元
禄
・
天
保
期
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
仕
様
は
美
し
く
壮
大
で
、
良
質
の
和
紙
を
貼
り
合
せ
た
用
紙
に
極
彩
色
で
描
か
れ
る
。

正
保
度
以
降
は
一
里
を
六
寸
と
す
る
縮
尺
（
二
万
一
千
六
百
分
の
一
）
で
統
一
さ
れ
、
山
川
や

湖
、
海
や
島
な
ど
の
自
然
地
形
は
も
ち
ろ
ん
、
国
・
郡
の
境
界
や
城
郭
・
村
・
道
路
・
一
里

塚
ま
で
表
示
し
て
あ
る
。
各
村
の
位
置
は
村
名
を
記
し
た
楕
円
形
の
枠
で
示
し
、
そ
の
枠
内

ら
い
し

に
石
高
が
併
記
さ
れ
、
晶
紙
と
呼
ば
れ
る
余
白
部
分
に
石
音
戸
・
村
数
を
郡
ご
と
に
集
計
し
た

目
録
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
国
絵
図
作
成
事
業
の
目
的
の
一
つ
に
、
日
本
全
国
の
年
貢
収
納

高
を
詳
細
か
つ
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
国
絵
図
と
は
、
江
戸

時
代
の
日
本
国
土
の
基
本
図
で
あ
り
、
そ
の
作
成
事
業
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、
幕
府
は
日

本
全
国
の
統
治
者
と
し
て
の
権
威
を
高
め
た
の
で
あ
る
。

幕
府
に
収
納
さ
れ
た
国
絵
図
原
本
の
う
ち
、
現
存
す
る
の
は
、
元
禄
度
の
五
か
国
及
び
琉

球
の
も
の
と
、
天
保
度
の
全
国
の
も
の
で
、
国
立
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

全
国
各
地
で
も
、
作
成
実
務
を
担
当
し
た
大
名
家
等
に
保
管
さ
れ
た
控
え
や
写
し
の
絵
図
の

残
存
例
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。

美
作
国
に
関
し
て
は
、
幕
府
収
納
の
天
保
国
絵
図
原
本
以
外
で
は
、
正
保
度
の
控
図
と
思

わ
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
絵
図
事
業
に
直
接
関
連
す
る
国
絵
図
の
存
在
は
、
従
来
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
館
で
近
年
収
集
し
た
個
人
蔵
の
資
料
の
中
に
、
数
種
類
の
美
作

国
絵
図
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
仕
様
や
大
き
さ
な
ど
か
ら
見
て
、
い
わ
ゆ
る
正

保
度
以
降
の
国
絵
図
事
業
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
控
え
ま
た
は
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。

美
作
国
絵
図
の
作
成
・
改
訂
を
担
当
し
た
の
は
、
い
ず
れ
の
時
期
も
津
山
藩
で
あ
る
。
以

下
、
本
稿
で
は
現
時
点
で
確
認
で
き
る
資
料
を
も
と
に
、
津
山
藩
に
お
け
る
美
作
国
絵
図
の

作
成
・
改
訂
事
業
へ
の
対
応
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
。



元
禄
国
絵
図
の
改
訂
過
程

ど
の
関
連
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

元
禄
度
改
訂
に
お
い
て
は
、
各
国
の
絵
図
が
矛
盾
な
く
つ
な
が
る
よ
う
に
、
国
境
の
突
き

合
わ
せ
確
認
作
業
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
控
図
・
写
図
な
ど
が
現
存
す
る
場
合
、
国

へ
り

絵
図
と
同
縮
尺
で
国
境
部
分
だ
け
を
描
い
た
「
縁
絵
図
」
が
一
緒
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

の
だ
が
、
美
作
国
の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
関
連
資
料
は
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ

ふ
れ

し
、
元
禄
十
一
一
～
十
三
年
に
、
当
時
の
大
庄
屋
が
管
轄
す
る
触
単
位
で
作
成
さ
れ
た
触
ご
と

の
絵
図
が
数
点
（
図
版
３
～
９
）
現
存
し
、
後
補
の
端
書
・
裏
書
で
は
あ
る
が
、
元
禄
国
絵
図

改
訂
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
絵
図
を
用
い
て
改
訂

の
た
め
の
情
報
収
集
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
改
訂
作
業
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。

江
戸
幕
府
最
後
の
国
絵
図
徴
収
と
な
っ
た
天
保
度
は
、
徴
収
方
法
が
従
来
と
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
元
禄
以
前
は
、
絵
図
元
の
諸
大
名
が
清
書
ま
で
行
い
、
完
成
形
を
幕
府
へ
上

納
し
て
い
た
の
だ
が
、
今
回
は
元
禄
図
の
写
し
を
幕
府
が
交
付
し
、
元
禄
以
降
の
変
動
箇
所

か
け
が
み

を
懸
紙
に
よ
っ
て
修
正
し
て
提
出
さ
せ
、
そ
の
修
正
図
に
基
づ
い
て
幕
府
勘
定
所
が
清
書
し
、

収
納
す
る
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
た
。
し
か
も
、
元
禄
以
前
は
郷
帳
も
同
時
に
作
成
・
献
上

し
て
い
た
が
、
今
回
は
国
絵
図
改
訂
と
は
分
離
さ
れ
、
先
に
郷
帳
の
み
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
郷
帳
の
清
書
も
幕
府
勘
定
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

津
山
藩
松
平
家
の
各
部
署
で
記
録
さ
れ
た
日
記
類
に
よ
る
と
、
郷
帳
・
国
絵
図
と
も
、
郡

代
の
田
淵
守
助
が
改
訂
の
実
務
担
当
者
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
改
訂
作
業
は
、

お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
経
過
で
実
施
さ
れ
た
。

天
保
国
絵
図
の
改
訂
過
程

①
郷
帳
の
改
訂

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
十
二
月
函
幕
府
か
ら
郷
帳
作
成
の
指
示
を
受
け
る
。

同
三
年
三
月
や
帳
面
案
を
勘
定
所
に
提
出
し
て
不
明
点
の
指
示
を
仰
ぐ
。
翌
四
月
に
書

き
直
し
の
指
示
。

同
年
七
月
や
新
開
発
時
期
が
不
明
で
指
示
通
り
に
は
書
け
な
い
と
し
て
、
内
々
で
再
度

指
示
を
仰
ぐ
。

８１

三
度
目
の
国
絵
図
徴
収
と
な
る
元
禄
度
に
は
、
絵
図
の
規
格
の
更
な
る
統
一
が
図
ら
れ
、

隣
国
ど
う
し
で
国
境
の
突
き
合
わ
せ
確
認
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
よ
り
厳
密
・
正
確
な
記
載
が

要
求
さ
れ
た
。
ま
た
、
献
上
絵
図
の
ほ
と
ん
ど
は
幕
府
御
用
絵
師
の
狩
野
良
信
が
清
書
を
請

け
負
い
、
描
画
の
画
風
ま
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
度
改
訂
の
時
期
、
美
作
国
で
は
領
主
の
交
代
が
起
き
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
国
内
一
円

を
支
配
し
て
い
た
森
家
が
元
禄
十
年
二
六
九
七
）
に
改
易
と
な
り
、
翌
年
に
越
前
家
の
流
れ

を
汲
む
松
平
長
矩
（
後
の
宣
富
）
に
津
山
十
万
石
が
与
え
ら
れ
、
残
り
の
十
五
万
石
余
り
が
幕

府
領
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
初
は
森
長
成
が
引
き
受
け
た
絵
図
元
は
、
松
平

長
矩
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
津
山
藩
松
平
家
で
記
録
さ
れ
た
「
江
戸
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
津
山
拝
領
の
翌
年
に
当
た

る
元
禄
十
二
年
三
月
、
国
絵
図
改
訂
の
指
示
を
受
け
て
藩
内
の
担
当
者
を
決
定
し
た
。
四
月

に
は
幕
府
勘
定
所
か
ら
美
作
国
大
絵
図
・
郷
帳
（
い
ず
れ
も
正
保
度
の
写
し
と
思
わ
れ
る
）
を

貸
与
さ
れ
、
一
ヶ
月
か
け
て
写
し
を
作
り
、
返
却
し
て
い
る
。
翌
十
三
年
十
一
月
に
は
伺
絵

図
の
吟
味
を
受
け
、
十
二
月
十
一
一
日
、
絵
図
二
枚
・
郷
帳
一
一
冊
を
箱
二
つ
に
入
れ
て
幕
府
評

定
所
に
上
納
し
た
。
上
納
時
に
幕
閣
か
ら
は
「
残
す
所
無
く
よ
く
出
来
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

ま
た
上
納
後
に
藩
内
で
は
「
脇
々
之
御
絵
図
よ
り
ハ
上
納
も
は
や
く
相
済
」
ん
だ
と
の
理
由
で

担
当
責
任
者
が
褒
賞
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
事
が
運
ん
だ
様
子
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
元
禄
国
絵
図
の
控
え
か
写
し
と
思
わ
れ
る
の
が
、
図
版
２
の
絵
図
で
あ
る
。
こ
の
絵

図
は
南
北
方
向
で
六
枚
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
一
枚
は
幅
六
二
ｍ
×
長
さ
二
八
五
ｍ
で
、
つ

な
げ
る
と
東
西
の
幅
が
三
七
二
ｍ
に
及
ぶ
。
「
美
作
国
高
都
合
井
郡
色
分
目
録
」
と
題
さ
れ
た

晶
紙
目
録
に
、
国
内
十
二
郡
の
郡
名
と
石
高
・
村
数
の
集
計
が
列
挙
さ
れ
、
末
尾
に
「
高
都

合
弐
拾
五
万
九
千
三
百
五
拾
三
石
七
斗
壱
合
五
百
九
拾
九
ヶ
村
／
元
禄
十
三
庚
辰
年
十
二

月
松
平
備
前
守
（
長
矩
）
」
と
記
さ
れ
る
。
年
記
が
「
江
戸
日
記
」
の
上
納
記
事
に
合
致
し
、

作
成
者
・
長
矩
の
官
名
も
上
納
当
時
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
元
禄
国
絵
図
の
控
え
ま
た
は
写

し
と
判
断
さ
れ
る
。



国
内
十
二
郡
の
郡
名
と
石
高
・
村
数
の
集
計
が
列
挙
さ
れ
、
末
尾
に
は
「
高
都
合
弐
拾
六
万

あ
け
ら

弐
千
九
拾
九
石
九
升
八
合
村
数
六
百
三
拾
五
箇
村
／
天
保
九
年
戊
戎
五
月
明
楽
飛
騨
守

（
茂
村
・
勘
定
奉
行
）
／
田
口
五
郎
左
衛
門
（
喜
行
・
勘
定
吟
味
役
）
／
大
沢
主
馬
（
信
豊
．

天
保
の
郷
帳
改
訂
で
は
、
各
村
の
石
高
は
表
高
で
な
く
新
田
開
発
等
に
よ
る
変
化
を
反
映

し
た
実
高
の
記
載
が
要
求
さ
れ
た
。
し
か
し
、
拝
領
高
や
家
格
が
変
更
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
し
た
諸
大
名
は
、
実
高
記
載
を
た
め
ら
い
、
幕
府
か
ら
従
来
の
郷
帳
や
表
高
と
相

違
し
て
も
構
わ
な
い
か
ら
早
急
に
提
出
せ
よ
と
更
な
る
通
達
を
受
け
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
理

由
を
つ
け
て
提
出
を
渋
り
、
結
局
は
一
部
を
除
き
元
禄
度
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
数
値
で
提

出
さ
れ
る
例
が
多
か
っ
た
。

津
山
藩
に
お
い
て
も
、
事
情
は
同
じ
だ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
数
度
の
不
明
点
の
問
い
合
わ

せ
を
経
て
領
内
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
し
た
が
、
最
終
的
に
勘
定
所
で
集
計
さ
れ
た
美
作
国

の
総
石
高
は
二
十
六
万
石
余
と
な
っ
た
。
元
禄
郷
帳
か
ら
の
増
加
は
わ
ず
か
に
三
千
石
足
ら

ず
、
正
保
か
ら
元
禄
の
間
の
七
万
石
余
の
増
加
と
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

そ
し
て
、
国
絵
図
の
改
訂
で
あ
る
が
、
こ
の
天
保
改
訂
時
の
下
絵
図
か
控
え
と
思
わ
れ
る

懸
紙
修
正
図
（
図
版
Ｂ
、
仮
に
Ａ
図
と
略
記
）
と
、
修
正
を
施
す
前
の
文
字
表
記
が
一
切
見
ら

れ
な
い
絵
図
（
図
版
ｕ
、
仮
に
Ｂ
図
と
略
記
）
の
二
種
類
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
幕
府
に
収

る
０ ②

国
絵
図
の
改
訂

天
保
六
年
十
二
月
叩
幕
府
か
ら
国
絵
図
改
訂
の
指
示
と
共
に
七
巻
一
袋
の
国
絵
図
写
し

が
下
げ
渡
さ
れ
る
。

同
七
年
四
月
“
郡
代
田
淵
に
国
絵
図
取
調
御
用
が
命
じ
ら
れ
る
。

同
年
十
月
》
国
内
領
地
錯
綜
に
つ
き
、
勘
定
所
へ
各
領
主
名
を
問
い
合
わ
せ
。
十
二
月

に
村
名
帳
交
付
。

同
八
年
正
月
～
二
月
傘
飛
地
を
持
つ
各
藩
の
国
元
や
陣
屋
に
問
い
合
わ
せ
。

同
年
六
月
》
勘
定
所
か
ら
の
提
出
時
期
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
領
地
錯
綜
を
理
由
に
回

答
を
延
引
。

同
年
七
月
”
十
月
に
提
出
予
定
と
回
答
す
る
が
、
八
月
以
降
の
猶
予
は
認
め
ら
れ
ず
。

同
年
十
月
十
八
日
諏
国
絵
図
七
巻
一
袋
・
変
地
取
調
目
録
・
村
名
帳
を
勘
定
所
へ
提
出
。

同
年
十
二
月
二
十
五
日
亜
領
分
の
郷
帳
一
冊
を
勘
定
所
に
提
出
。

絵
図
に
記
載
さ
れ
る
年
記
は
、
Ｉ
が
全
て
天
保
八
年
二
月
、
Ⅱ
は
ほ
と
ん
ど
全
て
天
保
八

年
三
月
、
Ⅲ
は
天
保
八
年
二
月
～
六
月
で
あ
る
。
Ⅲ
の
一
部
を
除
き
、
絵
図
の
規
格
は
ほ
ぼ

統
一
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
お
お
よ
そ
八
○
ｍ
四
方
の
寸
法
で
、
耕
作
地
を
黄
色
で
彩

色
し
、
余
白
に
村
高
を
記
載
し
て
、
庄
屋
を
は
じ
め
村
役
人
が
連
署
す
る
。
Ⅲ
の
う
ち
吉
野

目
付
）
」
と
、
幕
府
側
の
改
訂
責
任
者
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
天
保
度
の
改
訂
に
関
し
て
も
、
直
接
関
係
す
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
改
訂
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
作
成
さ
れ
た
村
絵
図
が
ま
と
ま
っ
て

存
在
す
る
。
そ
れ
が
、
図
版
胆
～
髄
の
絵
図
群
で
、
次
の
と
お
り
三
つ
の
群
に
大
別
さ
れ
る
。

な
お
、
郷
帳
改
訂
に
つ
い
て
は
、
天
保
三
年
三
月
に
提
出
し
て
書
き
直
し
を
指
示
さ
れ
た

時
の
控
の
郷
帳
と
、
江
戸
留
守
居
と
郡
代
の
間
で
や
り
取
り
し
た
書
状
の
綴
が
残
さ
れ
て
い

懸
紙
修
正
し
た
図
が
七
巻
と
い
う
津
山
藩
「
江
戸
日
記
」
の
記
載
と
合
致
す
る
。
一
枚
の
幅
は

五
五
叩
長
さ
は
余
白
省
略
の
た
め
不
揃
い
で
最
長
二
六
○
ｍ
。
幕
府
収
納
図
原
本
の
寸
法

が
南
北
一
一
七
一
一
ｍ
×
東
西
三
八
九
ｍ
だ
か
ら
、
七
枚
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
大
き
さ
に
近
い
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
Ａ
図
．
Ｂ
図
は
余
白
を
省
略
し
て
い
る
た
め
、
晶
紙
目
録
も
存
在
し
な

い
が
、
管
見
の
限
り
で
は
Ａ
図
に
お
け
る
修
正
と
幕
府
収
納
図
原
本
の
記
載
は
合
致
し
て
お

り
、
Ａ
図
．
Ｂ
図
が
天
保
度
の
改
訂
作
業
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
こ

こ
か
ら
先
は
、
あ
く
ま
で
も
推
測
で
あ
る
が
、
幕
府
か
ら
交
付
さ
れ
た
絵
図
に
下
準
備
も
な

く
懸
紙
修
正
を
加
え
て
、
元
に
戻
し
た
く
て
も
戻
せ
な
い
と
い
う
事
態
を
避
け
る
た
め
、
ま

ず
写
し
を
複
数
部
作
成
し
て
お
き
、
そ
の
写
し
を
利
用
し
て
下
絵
図
を
作
り
、
そ
の
上
で
提

出
用
の
本
図
を
修
正
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ａ
図
が
下
絵
図
、
Ｂ
図
が
複
数
部
作
っ

た
も
の
の
使
わ
れ
ず
に
残
っ
た
写
し
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

納
さ
れ
た
天
保
国
絵
図
の
原
本

な
お
、
幕
府
収
納
図
原
本
の
晶
紙
目
録
は
「
美
作
国
高
村
数
井
郡
色
分
目
録
」
と
題
さ
れ
て

さ
れ
た
天
保
国
絵
図
の
原
本
（
図
版
⑫
）
が
国
立
公
文
書
館
に
現
存
す
る
。

Ａ
図
．
Ｂ
図
と
も
に
南
北
方
向
で
七
枚
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
か
ら
下
げ
渡
さ
れ
て

が
ま
え

Ｉ
亜
山
北
構
大
庄
屋
が
管
轄
す
る
村
の
絵
図
十
六
点
（
図
版
巧
’
１
釦
）

Ⅱ
“
土
浦
藩
土
屋
氏
支
配
の
美
作
国
内
飛
地
の
村
の
絵
図
十
五
点
（
図
版
証
～
坐

Ⅲ
恥
押
入
構
大
庄
屋
が
管
轄
す
る
村
の
絵
図
二
十
一
点
（
図
版
妬
～
髄
）
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の
も
の
の
詳
細
な
比
較
検
討
は
で
き
て
い
な
い
が
、
絵
図
全
体
を
大
き
な
視
点
で
と
ら
達

散
見
さ
れ
る
相
違
点
を
列
挙
し
て
お
く
。
詳
細
な
比
較
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

郡
の
七
ヶ
村
だ
け
は
、
五
五
ｍ
×
四
○
ｍ
の
寸
法
で
、
耕
作
地
は
白
地
の
ま
ま
未
着
色
で
あ

る
（
こ
の
七
ヶ
村
は
元
々
幕
府
領
で
、
天
保
七
年
十
一
月
の
津
山
藩
の
領
地
替
え
に
よ
り
、

津
山
藩
領
と
な
っ
た
。
藩
領
に
組
み
込
ま
れ
て
間
も
な
い
た
め
に
、
何
ら
か
の
事
情
で
村
絵

図
の
規
格
が
徹
底
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
）
。

津
山
藩
の
各
部
署
の
日
記
類
で
は
、
こ
れ
ら
の
村
絵
図
作
成
に
関
す
る
記
述
を
ほ
と
ん
ど

確
認
で
き
な
い
の
だ
が
、
「
郡
代
日
記
」
の
天
保
八
年
七
月
十
三
日
条
に
、
龍
野
か
ら
白
木
状

箱
と
絵
図
面
が
到
着
し
た
旨
の
記
録
が
あ
る
。
当
時
、
龍
野
藩
脇
坂
氏
は
美
作
国
内
に
三
万

石
余
の
預
り
地
を
有
し
て
い
た
た
め
、
国
絵
図
改
訂
の
関
係
で
津
山
藩
側
か
ら
発
し
た
協
力

依
頼
へ
の
回
答
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
Ⅲ
に
含
ま
れ
る

う
り
ゅ
う
ば
ら

勝
南
郡
瓜
生
原
村
絵
図
が
、
こ
の
時
に
龍
野
か
ら
到
着
し
た
絵
図
面
の
一
つ
で
あ
ろ
う
（
瓜

生
原
村
は
当
時
龍
野
藩
の
預
り
地
で
、
こ
の
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
津
山
藩
の
領
地
替
え
に

よ
り
、
津
山
藩
領
と
な
っ
た
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
藩
領
の
内
外
で

村
絵
図
を
多
数
徴
収
し
た
の
は
、
国
絵
図
改
訂
に
必
要
な
情
報
収
集
の
目
的
に
よ
る
も
の
と

見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

天
保
度
の
国
絵
図
改
訂
で
は
、
清
書
を
し
な
い
で
済
む
分
だ
け
、
大
名
側
と
し
て
は
手
間

が
省
け
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
少
な
く
と
も
美
作
国
を
担
当
し
た
津
山
藩
の
場
合
、
単
に

領
地
が
錯
綜
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
私
領
で
は
遠
方
の
藩
の
飛
地
を
多
く
含
み
、

幕
府
領
で
も
遠
方
の
代
官
支
配
地
や
大
名
預
り
地
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
協
力

依
頼
や
問
い
合
わ
せ
の
手
間
が
非
常
に
煩
雑
で
、
し
か
も
余
計
に
長
時
間
を
要
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

本
稿
執
筆
中
の
現
時
点
に
お
い
て
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
各
時
期
の
美
作
国
絵
図
そ

も
の
の
詳
細
な
比
較
検
討
は
で
き
て
い
な
い
が
、
絵
図
全
体
を
大
き
な
視
点
で
と
ら
え
て

・
天
保
図
の
二
点
と
や
や
異
な
る

そ
れ
か
ら
、
元
禄
図
に
つ
い
て
、
一
つ
疑
問
点
を
提
起
し
て
お
く
。
そ
の
疑
問
と
は
、
六

枚
に
分
割
さ
れ
て
い
る
形
状
で
あ
る
。
仮
に
、
元
禄
度
の
改
訂
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
し

て
、
淡
彩
と
は
い
え
厚
手
の
紙
で
こ
れ
ほ
ど
き
れ
い
に
作
ら
れ
た
絵
図
を
、
一
枚
に
つ
な
げ

ず
に
保
管
し
た
の
は
な
ぜ
か
？
元
禄
度
の
改
訂
で
は
、
清
書
済
み
の
完
成
形
を
献
上
し
た
の

だ
か
ら
、
普
通
に
考
え
れ
ば
控
え
も
完
成
形
同
様
に
一
枚
に
つ
な
い
で
保
管
し
そ
う
な
も
の

で
あ
る
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
将
来
の
さ
ら
な
る
改
訂
を
見
越
し
、
作

業
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
、
あ
え
て
つ
な
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
献
上
絵

図
も
六
分
割
で
作
っ
て
か
ら
つ
な
げ
る
と
い
う
方
法
で
完
成
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
？
幕
府
収

納
の
元
禄
美
作
国
絵
図
原
本
が
現
存
し
な
い
た
め
、
真
相
の
解
明
は
困
難
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
元
禄
図
の
作
成
時
期
や
単
な
る
写
し
か
控
え
か
を
判
断
し
て
い
く
上
で
、
形
状
に
関
す

る
考
察
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
津
山
藩
に
お
け
る
美
作
国
絵
図
の
作
成
・
改
訂
作
業
に
つ
い
て
、
残
さ
れ
た
資
料

を
読
み
解
き
な
が
ら
、
順
を
追
っ
て
対
応
状
況
を
概
観
し
て
き
た
。
国
絵
図
と
郷
帳
は
、
江

戸
幕
府
に
と
っ
て
国
家
支
配
の
基
盤
と
な
る
国
土
の
基
本
図
及
び
土
地
台
帳
と
し
て
の
性
格

を
有
し
て
い
た
か
ら
、
作
成
当
時
の
実
際
の
収
納
高
を
正
確
に
反
映
し
て
は
い
な
い
と
し
て

も
、
近
世
期
の
各
地
域
の
歴
史
研
究
上
、
必
要
不
可
欠
な
基
礎
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
本
図
録
で
紹
介
し
た
国
絵
図
が
近
年
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
美
作
国
絵
図
に
関
す
る
研
究
は
乏
し
い
。
本
稿
が
研
究
進
展
の
契
機
と
な
れ
ば
、
望
外

の
喜
び
で
あ
る
。

（
小
島
徹
）
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三
点
を
見
比
べ
て
気
が
付
く
の
は
、
正
保
図
が
元
禄
図
・
天
保
図
の
二
点
と
や
や
異
な
っ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
晶
紙
目
録
の
枠
の
有
無
、
郡
村
の
色
分
け
、
隣
国
の
色
分
け
な
ど
、

正
保
図
と
元
禄
図
と
で
は
違
い
が
あ
る
が
、
天
保
図
は
元
禄
図
を
踏
襲
し
て
い
る
。



右
同
断

（
マ
マ
）

近
藤
彦
助

作
州
一
国
絵
図
、
仕
立
差
上
可
申
旨
被
仰
付
候
、
新
五
右
衛
門
指
図
被
請
、
念
入
可

相
勤
事

織
田
孫
三
郎

（
マ
マ
）

彦
惣
指
図
被
請
、
絵
図
可
相
勤
事

幸
本
掲
玄

右
同
断

○
津
山
藩
松
平
家
文
書
「
江
戸
日
記
」
（
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
）
よ
り
抜
粋

・
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）

三
月
二
十
五
日

一
、
井
上
大
和
守
殿
御
家
来
合
留
守
居
中
江
申
談
度
儀
有
之
候
、
今
八
時
大
和
守
殿
宅
迄
罷

越
候
様
、
昨
日
申
来
、
今
晩
小
川
忠
右
衛
門
罷
越
候
処
、
作
州
一
国
之
絵
図
、
此
方
様
江

被
仰
付
候
由
二
而
、
御
書
付
共
十
通
井
小
絵
図
二
通
御
渡
、
其
上
安
藤
筑
後
守
殿
・
松
平

伊
豆
守
殿
・
久
貝
忠
左
衛
門
殿
江
茂
御
届
被
成
候
様
一
一
と
大
和
守
殿
御
指
図
二
付
、
今
晩
小

一
、
同
年
秋
、
稲
垣
甚
左
衛
門
江
戸
へ
使
者
二
参
し
帰
り
二
、
井
上
筑
後
守
正
治
６
国
絵
図

之
儀
被
仰
付
、
同
三
戎
七
月
、
霊
光
院
様
御
屋
敷
に
お
ゐ
て
、
国
絵
図
、
狩
野
新
兵
衛
・

絵
師
嘉
右
衛
門
両
人
書
立
、
事
書
中
原
久
左
衛
門
書
之
、
筑
後
守
内
悪
山
市
之
丞
二
内
見

さ
セ
け
れ
は
、
江
戸
町
絵
師
二
為
書
、
公
儀
へ
落
合
勘
三
郎
一
一
今
瀬
市
之
丞
差
添
差
上
る
、

絵
師
へ
作
料
州
枚
、
悪
山
へ
銀
五
枚
被
遣
候

一
云
、
正
保
二
乙
酉
年
、
美
作
国
古
城
五
十
四
ヶ
城
、
外
二
津
山
城
公
儀
６
御
改
有

之
、
井
上
筑
後
守
正
治
へ
被
差
上
分
也
、
云
云

※
「
井
上
筑
後
守
正
治
」
の
諒
は
「
政
重
」
の
誤
り
、
「
悪
山
市
之
丞
」
の
姓
は
「
惣
山
」
の

誤
り
。
ま
た
、
「
狩
野
新
兵
衛
」
の
姓
は
「
牧
野
」
の
誤
り
か
。

▼
正
保
国
絵
図
作
成

▼
元
禄
国
絵
図
作
成

凡
例
”
□
…
虫
損
に
よ
る
判
読
不
能
文
字
。

※
本
文
中
の
括
弧
書
き
は
、
編
者
に
よ
る
注
記
。

関
連
資
料
翻
刻

巻
七
（
「
岡
山
県
史
」
第
妬
巻
・
津
山
藩
文
書
よ
り
引
用
）

、
今
度
作
州
一
国
之
絵
図
、
此
方
様
江
被
仰
付
、
此
方
役
人
如
左

覚

川
忠
右
衛
門
被
遣
、
尤
大
和
守
殿
江
茂
御
請
被
仰
遣
、
右
御
使
者
表
方
合
相
勤
之

○
「
森
家
先
代
実
録
」
巻
Ｌ

・
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）

一
、
同
年
秋
、
稲
垣
甚
左
一

右
同
断

作
州
一
国
之
絵
図
之
儀
、
佐
久
間
主
計
方
合
可
申
遣
候
、
津
山
一
一
而
渥
美
平
内
請
込
、

小
嶋
新
五
右
衛
門
初
其
次
下
々
、
御
書
付
之
役
人
共
迄
、
念
入
可
申
付
旨
被
仰
付
候
、

諸
事
主
計
申
合
、
可
相
勤
候
由
被
仰
出
候

小
嶋
新
五
右
衛
門

江
戸
一
一
而
佐
久
間
主
計
、
津
山
二
而
渥
美
平
内
指
図
被
請
、
作
州
一
国
大
絵
図
惣
呑
込

奉
行
、
小
嶋
新
五
右
衛
門
被
仰
付
候
、
念
入
相
勤
可
申
事
、
御
目
付
鈴
木
惣
大
夫
被

仰
付
候
、
相
談
可
申
事

鈴
木
惣
大
夫

作
州
一
国
絵
図
被
仰
付
候
、
当
役
者
不
及
申
、
新
五
右
衛
門
相
談
可
相
勤
事

作
州
一
国
絵
図
、
此
方
様
一
一
而
被
仰
付
候
而
可
指
上
候
旨
、
昨
廿
五
日
晩
、
井
上
大

和
守
殿
一
一
而
被
仰
付
、
御
書
付
数
通
・
古
絵
図
弐
枚
相
渡
候
二
付
、
江
戸
二
而
主
計
請

込
被
仰
付
候
、
委
細
之
儀
、
渥
美
平
内
申
合
、
相
勤
候
様
二
被
仰
付
候
事

三
一
月
二
十
六
日

山
内
小
平
次

難
波
藤
左
衛
門

渥
美
平
内

佐
久
間
主
計
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五
月
三
日

、
井
上
大
和
守
殿
江
為
御
見
廻
、
生
鯛
二
被
遣
候
、
是
者
御
国
絵
図
之
儀
、
向
後
御
聞
合

等
切
々
被
成
候
故
、
妾
二
被
遣
候

四
月
十
七
日

、
井
上
大
和
守
殿
御
家
来
長
浜
治
左
衛
門
・
林
伊
大
夫
方
台
手
紙
を
以
、
此
方
留
守
居
歎

役
人
之
内
歎
一
人
、
今
八
時
過
可
参
候
、
御
国
絵
図
儀
二
付
申
談
儀
有
之
由
申
来
候
二
付
、

小
嶋
新
五
右
衛
門
罷
越
候
処
、
明
後
十
九
日
五
時
過
、
大
手
於
御
勘
定
所
、
美
作
国
絵
図

可
相
渡
候
問
請
取
候
様
、
大
和
守
殿
御
申
候
由
委
細
承
罷
帰
、
依
之
大
和
守
殿
江
御
使
者

被
遣
候

長
浜
治
左
衛
門
罷
出
、
近
付
二
罷
成
諸
事
念
頃
申
孝

方
６
案
内
可
致
旨
、
其
節
請
取
参
候
様
二
演
説
之
由

（
マ
マ
）

、
井
上
大
和
守
殿
御
家
頼
林
伊
大
夫
・
長
浜
治
左
衛
門
、
右
両
人
者
国
絵
図
之
方
之
由
、

然
者
近
付
罷
成
、
重
而
可
申
合
た
め
、
新
五
右
衛
門
・
惣
大
夫
、
小
川
忠
右
衛
門
同
道
一
一
而

罷
越
候

、
小
嶋
新
五
右
衛
門
・
鈴
木
惣
大
夫
、
御
国
絵
図
仕
立
候
二
付
、
御
番
御
免

、
鈴
木
惣
大
夫
、
右
之
趣
一
一
付
、
判
改
中
奥
目
付
被
仰
付
候

、
小
嶋
新
五
右
衛
門
・
鈴
木
惣
大
夫
、
小
川
忠
右
衛
門
同
道
一
而
井
上
大
和
守
殿
屋
敷
罷

（
マ
マ
）

越
、
林
伊
左
衛
門
・
長
浜
治
左
衛
門
両
人
江
近
付
罷
成
度
旨
申
候
処
、
伊
大
夫
ハ
指
今
口
、

長
浜
治
左
衛
門
罷
出
、
近
付
一
一
罷
成
諸
事
念
頃
申
談
候
て
罷
帰
、
大
絵
図
之
儀
者
重
而
彼

、
津
山
江
作
州
一
国
絵
図
被
仰
付
候
為
釦

大
坂
合
津
山
迄
一
日
半
参
着
様
一
一
申
付
ル

三
月
廿
六
日

右
書
付
之
趣
、
於
御
用
場
小
嶋
新
五
右
衛
門
・
鈴
木
惣
大
夫
江
主
計
申
渡
ス

、
津
山
江
作
州
一
国
絵
図
被
仰
付
候
為
知
、
今
酉
上
刻
立
飛
脚
、
大
坂
迄
四
日
二
参
着
、

以
上

四
月
十
九
日

、
大
手
於
御
勘
定
所
、
美
作
国
絵
図
御
渡
可
被
成
由
二
付
、
右
請
取
小
嶋
新
五
右
衛
門
・

鈴
木
惣
大
夫
罷
越
、
書
役
秋
元
又
助
指
遣
ス

、
朝
五
時
、
小
嶋
新
五
右
衛
門
・
鈴
木
惣
大
夫
罷
越
候
処
、
大
手
於
御
勘
定
所
、
美
作
国

絵
図
井
郷
帳
二
冊
、
請
取
罷
帰
候

、
次
祐
筆
秋
元
又
助
、
御
歩
行
目
付
・
下
宰
料
壱
人
、
長
持
付
候
中
間
四
人
、
罷
越
候

、
右
絵
図
井
郷
帳
御
請
取
候
二
付
、
為
御
届
安
藤
筑
後
守
殿
・
松
前
伊
豆
守
殿
・
久
貝
忠

左
衛
門
殿
・
井
上
大
和
守
殿
江
御
使
者
被
遣
候

五
月
九
日

、
井
上
大
和
守
殿
御
家
来
林
伊
大
夫
・
長
浜
治
左
衛
門
、
右
両
人
者
国
絵
図
之
方
請
込
一
一

付
、
小
嶋
新
五
右
衛
門
・
鈴
木
惣
大
夫
、
切
々
罷
越
手
合
等
致
候
二
付
、
向
後
茂
切
々
右

両
人
江
承
合
致
候
故
、
妾
右
両
人
江
新
五
右
衛
門
・
惣
大
夫
方
合
以
書
札
晒
一
疋
宛
指
遣

候
処
、
両
人
共
断
一
一
而
無
受
納
候

五
月
十
七
日

、
井
上
大
和
守
殿
内
長
浜
治
左
衛
門
方
合
以
手
紙
、
国
絵
図
之
義
二
付
申
談
度
儀
御
座
候
、

今
八
時
参
候
様
一
一
と
手
紙
、
上
書
役
人
中
と
相
認
来
候
、
依
之
鈴
木
惣
大
夫
罷
越
候
様
一
一

と
申
渡
ス

、
鈴
木
惣
大
夫
、
井
上
大
和
守
殿
江
罷
越
候
処
、
長
浜
治
左
衛
門
罷
出
申
候
者
、
御
国
絵

図
明
後
十
九
日
五
過
、
御
本
丸
御
勘
定
所
江
返
納
致
候
様
演
説
、
承
罷
帰
候

五
月
十
四
日

、
今
度
井
上
大
和
守
合
御
借
被
成
候
作
州
一
国
之
絵
図
写
仕
廻
候
付
、
池
田
新
七
江
銀
弐

枚
被
下
置
候

、
井
上
大
和
守
殿
江
鈴
木
惣
大
夫
為
御
使
者
、
先
頃
御
借
被
成
候
美
作
国
絵
図
井
郷
帳
写

仕
廻
申
候
、
御
指
図
次
第
返
納
可
被
成
旨
被
仰
遣
候

五
月
十
二
日

、
美
作
国
絵
図
井
縁
絵
図
、
共
一
一
今
日
出
来
、
則
入
御
覧
候

五
月
十
三
日
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津
山
合
鈴
木
惣
太
夫
・
山
内
小
平
次
罷
越
、
今
朝
五
時
□
□

五
月
十
九
日

、
美
作
国
絵
図
一
枚
井
郷
帳
二
冊
、
小
嶋
新
五
右
衛
門
・
鈴
木
惣
大
夫
、
大
手
御
勘
定
所

江
持
参
返
納
致
罷
帰
ル

、
右
為
御
届
、
井
上
大
和
守
殿
・
久
貝
忠
左
衛
門
殿
・
安
藤
筑
後
守
殿
・
松
前
伊
豆
守
殿

江
御
使
者
被
遣
候

、
小
嶋
新
五
右
衛
門
・
鈴
木
惣
大
夫
・
小
嶋
利
助
、
勝
手
次
第
津
山
江
罷
越
候
之
様
二
於

御
用
場
被
仰
渡
候

五
月
十
二
日

、
一
昨
日
小
川
忠
右
衛
門
江
井
上
大
和
守
殿
衆
被
申
候
者
、
今
日
早
飛
脚
を
以
鈴
木
惣
太

夫
・
山
内
小
平
次
、
両
人
罷
越
様
二
被
仰
遣
様
被
申
候

候

五
月
十
日

（
マ
マ
）

、
井
上
大
和
守
殿
御
家
来
永
浜
次
左
衛
門
方
今
手
帯
二
而
、
御
絵
図
之
儀
付
申
談
度
義
有

之
候
と
、
八
過
小
川
忠
右
衛
門
罷
越
候
様
一
一
申
来
参
候
処
、
御
絵
図
之
儀
委
細
演
説
罷
帰

元
禄
十
三
年
（
一
七
○
○
）

、
鈴
木
惣
大
夫
・
山
内
小
平
次
、
絵
図
御
用
二
付
罷
越
、
御
出
前
於
□
口
御
目
見
、
外
記

披
露

六
月
十
一
日

、
御
国
絵
図
一
一
付
、
津
，

九
月
十
六
日

六
月
十
四
日

六
月
十
二
日

一
、
小
嶋
新
五
右
衛
門
・
鈴
木
惣
大
夫
、
来
ル
十
九
日
津
山
へ
立
候
付
、
於
御
□
口
御
目
見

得
被
仰
付
、
黒
田
要
人
披
露

八
月
十
六
日

一
、
御
絵
図
役
人
町
野
新
兵
衛
殿
江
為
御
見
廻
、
以
御
使
者
鰹
節
一
箱
百
入
被
遣
之
候

右
者
此
方
様
御
絵
図
之
儀
二
付
、
何
角
指
図
有
之
二
付
而
也

（
マ
マ
）

、
御
絵
図
之
義
二
付
、
松
平
庄
五
郎
（
鳥
取
藩
主
池
田
士
口
泰
）
殿
衆
其
外
申
合
、
小
川
忠
右

衛
門
宅
江
罷
越
、
御
料
理
御
茶
出
之

九
月
十
六
日

、
佐
治
勘
左
衛
門
、
御
絵
図
御
用
二
付
被
為
召
□
□
□
□
口
出
足
、
今
日
午
中
刻
参
着
、

於
御
用
所
御
家
老
・
御
用
人
中
面
談

〃
七
月
九
日

、
御
絵
図
役
人
平
野
次
郎
左
衛
門
殿
・
細
田
伊
左
衛
門
殿
へ
晒
二
疋
宛
、
以
御
使
者
可
被

遣
候
右
者
御
絵
図
之
儀
二
付
、
向
後
御
家
来
共
何
角
与
御
差
図
可
請
由
之
御
口
上
一
一
て
被
遣
候

十
一
月
七
日

、
御
窺
絵
図
清
書
出
来
、
今
日
御
絵
図
小
屋
へ
御
差
出
候
付
、
為
御
届
御
使
者
被
遣
如
左

右
小
平
次
儀
者
大
書
院
脇
於
御
座
敷
御
目
見
、
要
人
披
露

、

九
月
十
八
日

、
佐
治
勘
左
衛
門
、
御
絵
図
御
用
二
付
罷
越
、
於
大
廊
下
御
通
掛
之
御
目
見
被
仰
付

十
一
月
朔
日

御
絵
図
段
々
出
来
寄
候
付
、

十
月
十
二
日

付
、
如
左
御
使
者
被
遣
候

紗
綾
五
巻
包
の
し

町
野
新
兵
衛
殿

紗
綾
三
巻
包
の
し

細
田
伊
左
衛
門
殿

紗
綾
三
巻
包
の
し

平
野
次
郎
左
衛
門
殿
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大
和

計
委
細
達
御
聴
候
付
、
精
出
相
勤
候
段
御
満
悦
一
一
思
召
候
旨
、
三
人
江
御
意
在
之
、

千
助
申
渡
之 十

一
月
二
十
五
日

、
鈴
木
惣
大
夫
・
山
内
小
平
治
井
佐
治
勘
左
衛
門
義
、
御
絵
図
御
用
精
入
相
勤
候
段
、
主

計
委
細
達
御
聴
候
付
、
精
出
相
勤
候
段
御
満
悦
一
一
思
召
候
旨
、
三
人
江
御
意
在
之
、
太
田

十
一
月
十
一
日

、
井
上
大
和
守
殿
御
家
来
長
浜
治
左
衛
門
方
台
、
御
絵
図
之
儀
二
付
申
談
度
義
候
間
、
』

大
夫
・
小
平
治
可
参
之
旨
申
来
候
付
、
惣
大
夫
・
小
平
次
・
勘
左
衛
門
罷
越
候
処
、
先
匡

御
指
出
候
窺
絵
図
、
御
吟
味
相
済
申
候
間
、
於
御
絵
図
小
屋
請
取
可
申
由
演
説
二
付
、
御

絵
図
小
屋
江
罷
越
候
処
、
平
野
次
郎
左
衛
門
殿
御
逢
、
無
残
所
致
方
二
て
吟
味
も
致
能
、

早
速
吟
味
相
済
候
由
演
説
有
之
候
、
右
之
絵
図
、
井
上
大
和
守
殿
御
覧
有
之
候
間
、
大
↑

守
殿
江
可
致
持
参
旨
一
一
付
、
大
和
守
殿
江
致
持
参
候
、
明
日
請
取
申
筈
也

、

十
一
月
十
二
日

御
窺
絵
図
、
昨
日
於
御

昨
日
於
御
絵
図
小
屋
請
取
候
二
付
、
為
御
届
御
使
者
被
遣
候
方
々
如
左

久
貝
因
幡
守
殿

松
前
伊
豆
守
殿

安
藤
筑
後
守
殿

井
上
大
和
守
殿

松
前
伊
豆
守
殿

久
貝
因
幡
守
殿

安
藤
筑
後
守
殿

、先、
御頃惣

十
二
月
九
日

、
御
用
絵
図
弐
枚
共
一
一
書
付
致
出
来
二
付
、
惣
大
夫
・
小
平
治
・
勘
左
衛
門
、
右
之
御
絵

図
井
上
大
和
守
殿
江
持
参
い
た
し
候
処
、
御
絵
図
小
屋
江
致
持
参
候
様
二
御
指
図
付
、
致

持
参
御
吟
味
相
済
罷
帰
候
、
右
為
御
届
御
使
者
被
遣
候
方
々
如
左

井
上
大
和
守
殿

安
藤
筑
後
守
殿

、
井
上
大
和
守
殿
御
家
来
長
浜
治
左
衛
門
方
台
、
惣
大
夫
・
小
平
次
・
勘
左
衛
門
方
江
手

帯
二
而
、
御
絵
図
之
儀
二
付
申
談
候
御
用
在
之
候
間
、
罷
越
候
様
大
和
守
殿
御
申
候
由
申

来
候
二
付
、
右
三
人
参
候
処
、
此
間
御
内
見
相
済
候
御
絵
図
、
明
後
十
二
日
可
致
上
納
旨

御
差
図
一
一
而
罷
帰
候

久
貝
因
幡
守
殿

松
前
伊
豆
守
殿

右
御
口
上
之
趣
、
奏
者
番
中
留
帳
二
在
之

松
前
伊
豆
守
殿

久
貝
因
幡
守
殿

安
藤
筑
後
守
殿

右
御
口
上
之
趣
、
奏
者
番
中
御
留
帳
有
り

、
御
絵
図
出
来
候
付
、
於
小
書
院
御
家
老
中
・
御
用
人
中
及
一
覧
候
、
鈴
木
惣
大
夫
・
山

内
小
平
治
・
佐
治
勘
左
衛
門
、
三
人
共
二
罷
出
御
差
図
、
則
取
捌
之
也

、
殿
様
一
一
茂
御
絵
図
於
御
座
之
間
御
次
被
遊
御
覧
候
、
主
計
罷
出
御
絵
図
之
様
子
申
上
、

織
部
御
取
合
申
上

十
二
月
十
一
日

、
御
絵
図
明
十
二
日
上
納
可
被
成
旨
、
井
上
大
和
守
殿
昨
晩
御
差
図
二
付
、
為
御
届
御
使

者
被
遣
候
方
々
如
左

、
今
六
ッ
時
過
、
御
絵
図
弐
枚
・
郷
帳
弐
冊
、
箱
ニ
ッ
ニ
入
、
井
上
大
和
守
殿
御
差
図
之

通
、
評
定
所
江
致
持
参
候
、
松
前
伊
豆
守
殿
・
久
貝
因
幡
守
殿
・
安
藤
筑
後
守
殿
御
連
座
、

町
野
新
兵
衛
殿
・
平
野
次
郎
左
衛
門
殿
・
細
田
伊
左
衛
門
殿
に
も
御
出
、
御
絵
図
御
吟
味

之
処
、
無
残
所
よ
く
出
来
御
請
取
候
之
由
御
挨
拶
に
て
、
右
三
人
罷
帰

、
御
絵
図
御
上
納
二
付
、
以
御
使
者
御
勤
之
方
々
如
左

・
井
上
大
和
守
殿

十
二
月
十
日

十
二
月
十
二
日

井
上
大
和
守
殿
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「
江
戸
日
記
」
（
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
）
よ
り
抜
粋

▼
天
保
国
絵
図
作
成

松
前
伊
豆
守
殿

久
貝
因
幡
守
殿

安
藤
筑
後
守
殿

右
御
口
上
之
趣
、
奏
者
番
衆
留
帳
有

、
御
絵
図
一
一
者
御
懸
り
無
之
候
へ
と
も
、
土
屋
相
模
守
殿
御
用
御
纏
故
、
御
絵
図
御
上
納

為
御
知
御
使
者
被
遣
候
、
芦
沢
興
右
衛
門
相
勤

、
御
絵
図
御
上
納
二
付
、
御
褒
美
被
下
候
面
々

銀
四
枚
鈴
木
惣
大
夫

同
三
枚
山
内
小
平
次

同
三
枚
佐
治
勘
左
衛
門

右
者
於
大
廊
下
御
意
之
趣
申
渡
、
右
之
銀
子
被
下
之

銀
壱
枚
秋
元
又
助

右
者
御
絵
図
相
添
候
郷
帳
書
候
付
、
為
御
褒
美
被
下
之
、
何
も
同
席
一
一
而
主
計
申
渡

（
マ
マ
）

、
絵
師
池
田
新
七
義
、
数
月
御
絵
図
情
出
し
、
御
物
入
も
多
無
之
様
二
相
働
勤
候
付
、
向

後
御
出
入
扶
持
三
人
ふ
ち
被
下
置
候
、
佐
藤
十
兵
衛
へ
主
計
申
渡

、
主
計
義
、
御
絵
図
□
□
口
被
仰
付
候
処
、
脇
々
之
御
絵
図
６
ハ
上
納
も
は
や
く
相
済
□

□
口
御
座
之
間
御
懇
意
上
御
肴
一
折
・
御
樽
代
銀
十
五
枚
被
下
置
候
、
右
之
御
も
く
ろ
く

ハ
十
大
夫
相
渡
之
、
帯
刀
御
取
合
申
上

十
二
月
十
四
日

、
御
絵
図
首
尾
克
御
納
被
成
候
付
、
鈴
木
惣
大
夫
・
山
内
小
平
治
・
佐
治
勘
左
衛
門
、
小

座
敷
一
一
而
二
汁
五
菜
之
御
料
理
被
下
之
、
秋
元
又
助
・
林
宗
八
両
人
、
祐
筆
部
屋
二
而
壱
汁

（
マ
マ
）

五
菜
之
御
料
理
被
下
之
、
池
田
新
七
義
、
於
料
理
間
右
之
通
御
料
里
被
下
之

○
津
山
藩
松
平
家
文
書
。

・
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

十
二
月
二
十
三
日

、
大
手
御
番
所
後
御
勘
定
所
へ
御
呼
出
二
付
、
御
留
守
居
介
中
嶋
内
記
罷
出
候
処
、
左
之

通
御
達
有
之

御
出
席御
勘
定
奉
行

明
楽
飛
騨
守
殿

御
目
付
大
沢
主
馬
殿

御
勘
定
吟
味
役

中
川
忠
五
郎
殿

同
組
頭
大
竹
庄
九
郎
殿

同
吟
味
方

西
村
眠
助
殿

御
勘
定
市
野
茂
三
郎
殿

野
口
藤
三
郎
殿

飛
騨
守
殿
６
左
之
通
御
達

元
禄
之
度
被
差
上
候
御
国
絵
図
・
郷
帳
、
年
暦
相
立
候
付
、
去
ル
卯
年
御
国
高
取
調

被
仰
出
候
処
、
御
調
出
来
二
付
、
尚
今
般
御
国
絵
図
之
義
も
御
改
被
仰
出
候
、
依
之

元
禄
之
度
御
絵
図
写
相
渡
候
間
、
往
還
井
海
岸
通
・
川
筋
、
其
外
新
田
村
々
至
迄
、

不
洩
様
当
時
之
模
様
二
右
絵
図
江
懸
紙
二
而
直
し
、
尤
御
料
・
他
領
入
交
之
場
所
ハ
、

其
向
々
江
相
達
置
候
間
、
夫
々
及
懸
合
早
々
取
調
可
被
差
出
候

右
之
趣
、
大
久
保
加
賀
守
殿
御
下
知
二
付
、
申
達
之

右
之
通
一
而
絵
図
一
袋
御
渡

上
書
張
紙
一
一
而

書
張
紙
一
一
而

美
作
国
絵
図
写
御
名

内
、
美
作
一
国
七
巻
い
た
し
有
之
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、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

二
月
十
一
日

一
、
大
手
御
番
所
後
御
勘
定
所
６
御
呼
出
二
付
、
御
留
守
居
介
香
山
多
門
罷
出
候
所
、
左
之

通
御
出
席
、
石
井
源
左
衛
門
殿
６
御
達
有
之組
頭

十
二
月
五
日

、
大
手
御
番
所
後
御
勘
定
所
江
御
呼
出
二
付
、
御
留
守
居

之
通
御
達
、
美
作
国
郡
村
名
帳
壱
冊
御
渡
二
付
、
受
取
来

野
口
藤
三
郎
殿

横
山
市
太
夫
殿

左
之
通
、
野
口
藤
三
郎
殿
御
達
之

先
達
而
申
立
有
之
候
郡
村
附
帳
壱
冊
、
取
調
置
候
間
、
御
渡
申
候
、
可
成
丈
取
頻
り

急
二
出
来
立
候
様
、
殊
二
寄
候
者
万
石
以
下
之
分
杯
者
絵
図
無
之
向
も
可
有
之
、
左
候

者
天
明
度
之
絵
図
面
一
一
而
も
内
々
御
貸
被
成
候
者
出
来
立
可
申
、
此
段
者
御
心
得
迄
に

及
噂
候
、
何
分
早
く
出
来
候
処
、
専
要
之
旨

美
作
国
絵
図
面
取
調
差
出
候
様
、

方
、
御
名
前
之
義
相
替
候
分
も
麺

奉
存
候
、
依
之
申
上
候
、
以
上

候
、
何
分
早
く
出
来
候
処
、

美
作
国
郡
村
名
帳

御
留
守
居
兼
帯
）
栗
原
玉
城
、
左
之
書
面
持
参
、
左
之
通
相
勤
之

大
手
御
番
所
後

御
勘
定
所

国
絵
図
面
取
調
差
出
候
様
、
先
達
而
御
達
御
座
候
二
付
而
者
、
同
国
御
領
井
地
頭

御
名
前
之
義
相
替
候
分
も
御
座
候
哉
、
相
弁
兼
候
間
、
御
害
取
被
下
候
様
仕
度

美
作
国
郡
村
名
帳
壱
冊
御
渡
二
付
、
孟

御
出
席御
勘
定

御
懸
り
御
勘
定
野
口
藤
三
郎
殿
被
受
取
候
旨
、
畢
而
国
許
懸
り
役
人
共
其
筋

江
懸
合
之
上
、
難
相
分
廉
者
廻
村
致
、
其
余
廻
村
不
致
候
而
相
分
候
得
者
、
取

調
候
心
得
二
御
座
候
旨
申
述
候
処
、
其
通
二
而
宜
、
取
計
向
難
相
分
義
も
有

之
候
ハ
、
、
書
面
可
被
差
出
、
付
札
を
以
御
差
図
可
致
之
旨
、
御
同
人
被
申

聞
候 十

月
廿
九
日

依
之
申
上
候
、

御
留
守
居
見
習
浅
田
郡
司
罷
出
候
所
、
左

御
名
内栗
原
玉
城

、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

十
月
二
十
九
日

一
、
右
同
（
御
留
守
居
兼
帯
）

六
月
十
一
日

、
御
留
守
居
左
之
通
相
勤
之

（
中
略
）

横
山
十
太
夫
殿

御
徒
目
付
尾
島
三
十
郎

兼
而
相
達
置
候
国
絵
図
取
調
、
早
々
可
被
差
出
候

早
々
差
出
候
様
一
一
も
難
被
成
候
ハ
、
、
其
段
可
申
聞
候

右
二
付
、
左
之
御
請
書
江
致
調
印
差
出
之

美
作
国
絵
図
面
取
調
、
早
々
差
出
候
様
御
達
之
趣
奉
畏
候
、
早
速
国
許
江
申
遣

候
上
、
右
差
出
候
頃
合
之
儀
、
可
申
上
候
、
依
之
御
請
申
上
侯
、
以
上

（
以
下
、
村
名
帳
本
文
の
写
し
有
り
、
省
略
）

月
日

御
勘
定

大
手
御
番
所
後

御
勘
定
所
江

御
呼
出
二
付

見
習浅
田
郡
司

市
野
茂
三
郎
殿

押
山
保
治
郎
殿

石
井
源
左
衛
門
殿

御
名
家
来
香
山
多
門

印
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七
月
二
十
二
日

（
御
留
守
居
兼
帯
河
内
ト
右
衛
門
）
左
之
書
面
持
参
、
相
勤
之

大
手
御
番
所
後

福
田
所
左
衛
門

市
野
茂
三
郎
殿
、
左
之
通
被
申
聞
之

美
作
国
絵
図
面
取
調
差
出
可
申
旨
、
去
未
年
十
二
月
相
達
、
猶
又
当
二
月
差
出

候
頃
合
被
申
出
候
様
相
達
置
候
処
、
其
儀
無
御
座
候
、
此
節
如
何
之
手
続
二
相

成
居
候
哉
、
取
調
之
上
明
日
以
書
面
可
被
申
出
候

右
二
付
、
左
之
御
請
書
江
致
調
印
差
出
之

美
作
国
絵
図
面
取
調
差
出
可
申
旨
、
未
年
十
二
月
御
達
有
之
、
猶
又
当
二
月
右

之
趣
御
達
御
座
候
処
、
未
タ
差
出
不
申
候
二
付
、
此
節
如
何
之
手
続
二
相
成
居

候
哉
、
取
調
之
上
明
日
以
書
面
可
申
上
旨
、
御
談
之
趣
奉
畏
候
、
以
上

（
中
略
）

之
趣
御
達
御
座
候
処
、
未
タ
差
出
不
申
候
二
付
、
此
節
如
何
之
一

候
哉
、
取
調
之
上
明
日
以
書
面
可
申
上
旨
、
御
談
之
趣
奉
畏
候
、

御
名
家
来

酉
六
月
十
一
日

浅
田
郡
司

大
手
御
番
所
後

御
勘
定
所
江

右
同
栗
原
玉
城

左
之
書
面
持
参

美
作
国
絵
図
面
取
調
差
出
可
申
旨
、
去
未
年
十
二
月
御
達
有
之
、
尚
又
当
二
月

差
出
候
頃
合
可
申
上
旨
御
達
二
付
、
国
許
江
申
遣
候
処
、
領
分
中
者
直
一
一
茂
差
出

候
様
出
来
仕
候
得
共
、
御
領
・
私
領
入
交
居
候
間
、
精
々
懸
合
候
得
共
、
遠
方

之
義
行
届
兼
候
付
、
差
出
候
頃
合
之
義
難
申
上
旨
、
兼
而
申
越
候
、
昨
日
御
達

御
出
席
御
勘
定
市
野
茂
三
郎
殿

野
口
藤
三
郎
殿

横
山
一
太
夫
殿

吟
味
方

、
右
同
人

六
月
十
二
日

、
御
留
守
居
左
之
通
相
勤
之

吟
味
方
福
田
所
左
衛
門
出
席
、
書
面
之
趣
者
致
承
知
候
、
追
々
諸
家
合
被

差
出
候
間
、
手
繰
い
た
し
早
々
差
出
候
様
可
致
候
、
尤
何
れ
之
支
配
所
手

間
取
出
来
兼
候
段
、
被
申
出
候
得
者
其
支
配
所
江
御
勘
定
所
合
早
々
差
出

候
様
相
達
可
申
候
間
、
其
段
茂
可
申
遣
、
且
い
つ
頃
者
返
書
来
り
候
哉
与

申
聞
候
間
、
大
体
往
返
三
十
五
日
程
相
懸
り
候
段
相
答
候
処
、
左
候
へ
者

来
月
中
旬
迄
二
委
細
可
申
出
之
旨
、
申
聞
之

右
二
付
、
左
之
請
書
江
致
印
形
、
差
出
之

美
作
国
絵
図
面
取
調
頃
合
之
義
、
以
書
面
申
上
候
処
、
可
成
丈
手
繰
仕
差

出
候
様
御
談
之
趣
、
早
速
国
許
役
場
江
申
遣
、
来
月
廿
日
頃
迄
二
は
、
差

出
候
頃
合
否
可
申
上
候
、
依
之
御
請
申
上
候
、
以
上

御
名
内

月
日

栗
原
玉
城

之
趣
、
尚
又
早
々
国
許
役
人
共
江
可
申
遣
候
、

美
作
国
絵
図
面
之
義
二
付
、
去
月
十
二
日
御
達
之
趣
、
早
速
国
許
江
申
遣

候
処
、
御
領
・
私
領
共
及
問
合
、
夫
々
返
答
有
之
候
得
共
、
絵
図
面
に
引

合
兼
候
場
所
も
御
座
候
間
、
再
応
及
懸
合
置
申
候
、
尚
又
此
度
御
達
之
趣

も
早
々
申
遣
置
候
間
、
不
遠
否
可
申
越
、
相
揃
候
上
取
調
出
来
次
第
可
差

越
旨
、
国
許
役
人
共
よ
り
申
越
候
付
、
十
月
頃
迄
一
一
者
差
出
候
様
可
相
成

候
之
間
、
夫
迄
之
処
御
猶
予
被
成
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
此
段
御
聞
置
可

被
下
候
、
以
上

御
名
内

月
日
河
内
卜
右
衛
門

月
日

御
勘
定
所
江

此
段
申
上
候
、
以
上

御
名
内栗
原
玉
城
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○
津
山
藩
松
平
家
文
書
「
国
元
日
記
」
（
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
）
よ
り
抜
粋

・
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

三
月
十
六
日

一
、
東
武
去
月
廿
九
日
出
、
早
幸
便
御
用
状
井
同
晩
出
差
込
御
用
状
到
来

中
将
様
（
藩
主
斉
民
）
益
御
機
嫌
能
被
成
御
座
候
旨
、
将
又
左
之
通
相
廻
ル

左
之
通
持
参

、
美
作
国
絵
図
七
巻
一
袋

但
、
去
未
年
十
二
月
廿
三
日
御
渡
之
分
、

、
美
作
国
村
名
変
地
取
調
目
録
一
冊
一
袋

、
村
名
帳
壱
冊

但
、
去
申
年
十
二
月
五
日
御
渡
之
分
、
仁

御
出
席

御
出
席
御
勘
定
野
口
藤
三
郎
殿

吟
味
方
福
田
所
左
衛
門

野
口
藤
三
郎
殿
６
、
左
之
通
被
申
聞
之

十
月
迄
猶
予
致
候
様
申
立
二
有
之
、
尤
精
々
取
調
候
処
、
右
之
趣
二
者
可

有
之
候
得
共
、
余
り
永
き
事
一
一
而
外
々
江
之
響
一
一
も
相
成
候
間
、
八
月
中
猶

予
承
届
可
申
侯
間
、
其
段
国
許
江
申
遣
、
実
々
夫
迄
に
難
出
来
候
ハ
、
、

其
節
尚
又
可
申
立
旨

右
二
付
、
左
之
御
請
書
江
致
印
形
、
差
出
之

美
作
国
絵
図
面
取
調
早
々
差
出
候
様
、
去
月
十
二
日
御
達
之
趣
、
国
許
江

申
遣
候
処
、
御
料
・
私
領
夫
々
江
及
懸
合
候
処
、
難
相
分
義
も
有
之
、
再

応
及
懸
合
置
申
候
二
付
、
十
月
迄
御
猶
予
被
成
下
候
様
申
上
候
処
、
八
月

中
御
猶
予
可
被
成
下
旨
、
御
達
之
趣
奉
畏
候
、
右
被
仰
渡
之
趣
、
早
々
国

許
江
可
申
遣
候
、
此
殿
御
請
申
上
候
、
以
上御
名
内

月
日
河
内
ト
右
衛
門
印

大
手
御
番
所
後

御
勘
定
所
江

返
上 相

違
之
処
懸
紙
二
認

十
月
十
八
日

、
御
留
守
居
兼
帯
栗
原
玉
城
、
左
之
通
相
勤
之

四
月
二
十
三
日

一
、
於
御
用
所
、
御
用
番
御
年
寄
海
老
原
極
人
、
左
之
通
申
渡
之
、
大
目
付
出
席

（
中
略
）

御
勘
定
市
野
茂
三
郎
殿

吟
味
方
福
田
所
左
衛
門

市
野
茂
三
郎
殿
被
受
取
候
旨
、
尤
追
而
取
調
之
上
、
尚
又
御
談
可
申
義
可
有
之
旨

但
、
右
絵
図
面
写
井
書
類
、
大
目
付
合
御
小
納
戸
江
相
渡
、
御
広
間
御
持
出

長
持
二
入

（
藩
主
斉
民
）
益
御
機
嫌
能
被
成
御
座
候
旨
、
将
又
左
之
通
相
廻
ル

但
、
左
之
ヶ
条
有
之

元
禄
之
度
被
差
上
候
御
国
絵
図
・
郷
帳
、
年
暦
相
立
候
付
、
去
ル
卯
年
御
国
高

取
調
被
仰
出
候
処
、
御
調
出
来
二
付
、
猶
今
般
御
国
絵
図
之
儀
も
御
改
被
仰
出

候
、
依
之
元
禄
之
度
御
絵
図
写
相
渡
候
問
、
往
還
井
海
岸
通
・
川
筋
、
其
外
新

田
村
二
至
迄
、
不
洩
様
当
時
之
模
様
二
右
絵
図
江
懸
紙
二
而
直
し
、
尤
御
料
・
他

領
入
交
之
場
所
者
其
向
々
江
相
達
置
候
間
、
夫
々
及
懸
合
、
早
々
取
調
可
被
差

出
候
右
之
趣
、
大
久
保
加
賀
守
殿
御
下
知
二
付
、
申
達
之

右
之
通
二
而
絵
図
一
袋
相
渡

今
度
従

公
儀
、
御
国
絵
図
御
改
之
儀
被
仰
出
候
付
、
右
取
調
御
用
被
仰
付
候

田
測
守
助
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二
月
七
日

、
御
国
絵
図
御
改
之
義
二
付
、
懸
合
石
州
浜
田
江
指
遣
候
飛
脚
、
返
書
取
之
帰
着

五
月
二
十
三
日

一
、
御
国
絵
図
写
之
義
、
今
日
狩
野
松
甫
へ
被
仰
付
候
段
、
大
目
付
合
申
来

、
御
国
絵
図
御
改
之
義
二
付
、
先
達
而
明
石
江
問
合
候
処
、
其
節
之
返
書
二
者
跡
６
可
申
来

旨
一
一
有
之
処
、
今
般
右
問
合
之
書
面
二
付
紙
取
計
指
越
申
候
、
御
用
番
中
江
差
出
置
之

五
月
二
十
三
日

、
於
大
目
付
役
所
、
月
番
渥
美
源
五
郎
、
左
之
通
申
渡
之

四
月
十
九
日

、
元
禄
之
度
御
改
二
相
成
候
御
国
絵
図
御
改
之
書
類
、
小
嶋
艮
右
衛
門
二
有
之
候
間
、
役

筋
合
借
受
、
今
般
之
御
改
心
得
一
一
い
た
し
度
二
付
、
沙
汰
い
た
し
候
て
不
残
差
出
候
様
御

差
図
被
下
度
段
、
大
目
付
江
申
立
置
候
処
、
早
速
相
達
置
候
段
、
大
目
付
合
申
来

正
月
二
十
五
日

、
御
国
絵
図
御
改
之
義
二
付
、
坪
井
６
書
状
差
越
差
知
候
義
二
付
、
直
二
返
書
取
計
置
之

七
月
七
日

、
御
国
絵
図
改
方
急
出
来
之
義
、
御
催
促
有
フ

申
来
、
夫
々
懸
合
之
上
返
書
取
計
之
、
（
後
略
）

○
津
山
藩
松
平
家
文
書
「
郡
代
日
記
」
（
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
）
よ
り
抜
粋

・
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

作
州
一
国
絵
図
写
被
仰
付
候

（
一
八
三

正
月
十
日

御
催
促
有
之
間
、
差
出
之
程
合
可
申
遣
旨
御
留
守
居
合

狩
野
如
真

七
月
二
十
五
日

、
今
般
御
改
之
御
国
絵
図
取
調
二
付
、
御
持
出
入
御
絵
図
引
合
一
一
付
、
五
時
６
大
目
付
井

拙
者
・
長
平
・
洞
蔵
出
仕
、
引
合
取
計
晩
方
迄
二
相
済
、
退
出

七
月
十
三
日

、
御
国
絵
図
御
改
一
一
付
、
龍
野
表
６
白
木
状
箱
井
絵
図
面
共
到
来
、
直
一
一
返
書
取
計
之
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国絵図作成事業略年表

和暦 西暦 月日(時期） 国絵図関連事項 その他の出来事

慶長９年 1604 ８月 江戸幕府、西国の諸大名らに国絵図・郷帳の作成・提出 前年２月森忠政、美作拝領

を指示(慶長の国絵図事業の開始）

同１０年 １６０５ 諸大名、相次いで国絵図・郷帳を幕府へ上納

寛永１０年 1633 幕府、全国に巡見使を派遣、終了後に国絵図を徴収し、

日本総図を集成(寛永日本図）

同１５年 1638 ５月 幕府、中国筋諸国に国絵図提出を指示 前年１０月島原の乱が勃発

正保元年 1644 １２月 幕府、全国の諸大名らに国絵図･郷帳･城絵図等の作成．

提出を指示(正保の国絵図事業の開始）

同２年 1645 秋 井上政重から津山藩森家に国絵図等の作成指示

同３年 1646 ７月 津山藩、国絵図等を幕府へ上納

慶安２年 1649 この年までに、ほぼ全国の国絵図が出揃う

同４年 1651 幕臣北条正房、日本総図を集成(正保日本図） 慶安の変

明暦３年 1657 正月18日 江戸城の類焼時に幕府収納の国絵図類も焼失 明暦の大火

寛文年間 1661 ～1673 幕府、焼失した国絵図を再度徴収し、日本総図も再製

元禄１０年 1697 閏２月 幕府、全国の諸大名らに国絵図・郷帳の作成・提出を指 8／２津山藩森家改易

示(元禄の国絵図事業の開始） 翌年正/１４松平家津山拝領

同１２年 1699 ３月25日 井上正琴から津山藩松平家に国絵図の作成指示

９月 幕府、国境確認を厳格に実施するように指示

同１３年 １７００ １２月12日 津山藩、国絵図・郷帳を幕府評定所へ上納

同１４年 1701 ７月 幕府、日本総図作成用に海際縁絵図の提出を指示

同１５年 １７０２ 12月 全国の国絵図が出揃い、日本総図も完成(元禄日本図） 赤穂浪士の討入

享保２年 1717 ８月 将軍吉宗の命により、日本総図の再編開始 前年８月徳川吉宗、将軍就任

同３年 1718 ４月 幕府、諸大名に全国の見当山調査を指示(以後3回実施）

同１３年 1728 ２月 日本総図の編集事業が完了(享保日本図）

寛政12年 1800閏4～1０月 伊能忠敬、蝦夷地東海岸を測量(以後、全国各地を測量）

文化元年 1804 ７月 忠敬、日本東半部沿海地図を完成 レザノフ、貿易を要求

文化２年 1805 １２月 幕府、忠敬に西国沿海測量を指示、以後幕府の直轄事業

文政４年 １８２１ ７月 忠敬が生前製作に励んでいた大日本沿海輿地全図が完成

天保２年 1831 12月 幕府、全国の諸大名らに領内郷帳の作成・提出を指示

(天保の国絵図事業の開始）

同３年 1832 １２月25日 津山藩、領内郷帳を幕府勘定所へ提出

同５年 1834 12月 幕府、勘定所での国単位の郷帳清書を完了 ４年天保大飢瞳

同６年 1835 １２月～ 幕府、全国の諸大名らに順次、国絵図の改訂を指示

１２月23日 明楽茂村から津山藩に改訂指示、国絵図写し7巻交付

同８年 1837 １０月18日 津山藩、美作国の懸紙修正図を幕府勘定所へ提出 大塩平八郎の乱

後半 諸国の懸紙修正図、逐次提出され始める

同９年 1838 12月 幕府、改訂事業を完了し、国絵図を収納(年記は５月） １２年～天保の改革
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図版
資 料名

NbL

3９ 平村絵図

4０ 田熊村絵図

4１ 福井村絵図

4２ 津川原村絵図

4３ 長尾村絵図

4４ 古町村絵図

4５ 坂根村絵図

4６ 押入村下分絵図

4７ 押入村上分絵図

4８ 高野山西村絵図

4９ 瓜生原村絵図

5０ 国分寺村絵図

5１ 日上村絵図

5２ 楢村絵図

5３ 河面村絵図

5４ 上野田村絵図

5５ 勝加茂東村坂上分絵図

5６ 勝加茂東村安井分絵図

5７ 勝加茂東村東原分絵図

5８ 上町川村絵図

5９ 梶原村絵図

6０ 田井村絵図

6１ 小房村絵図

6２ 長谷内村絵図

6３ 鷺巣村絵図

6４ 小野村絵図

6５ 馬形村絵図

6６ 馬形村耕地見取図

6７ 江戸日記

6８ 江戸日記

6９ 郡代日記

国々郷村高御書上之義従公義被仰出
7０
江戸御留守居文通往返

7１ 美作国之内郷村高帳（津山藩領郷帳控え）

7２ 美作国郷帳（幕府収納原本）

年 代

天保８年（1837）３月

天保８年（1837）３月

天保８年（1837）３月

天保８年（1837）３月

天保８年（1837）３月

天保年間（1830～44）か

天保８年（1837）３月

天保年間（1830～44）か

天保８年（1837）３月

天保８年（1837）３月

天保８年（1837）６月

天保８年（1837）４月

天保８年（1837）４月

天保８年（1837）２月

天保８年（1837）２月

天保年間（1830～44）か

天保年間（1830～44）か

天保年間（1830～44）か

天保年間（1830～44）か

天保年間（1830～44）か

天保８年（1837）５月

天保８年（1837）５月

天保８年（1837）５月

天保８年（1837）５月

天保８年（1837）５月

天保８年（1837）５月

天保８年（1837）５月

江戸時代後期

天保６年（1835）

天保８年（1837）

天保８年（1837）

天保２年（1831）１１月～

同４年７月

天保３年（1832）正月

天保５年（1834）１２月

形態の

特記

竪帳

竪帳

竪帳

竪帳

竪１帳

竪帳

文化財

指定

岡山県

岡山県

岡山県

国

所蔵者

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

当館

当館

当館

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

国立公文書館
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掲載資料 目録

図版

NbL
資 料名 年代

１ 正保美作国絵図 正保年間（1644～48）か

２ 元禄美作国絵図 元禄１３年（1700）１２月

３ 山北触絵図 元禄12年（1699）

４ 田邑触絵図 元禄12年（1699）

５ 綾部触絵図 元禄12年（1699）

６ 小中原触絵図 元禄12年（1699）

７ 奥津触絵図 元禄１２年（1699）

８ 上河内触絵図 元禄12年（1699）

９ 真島触絵図 元禄１２年（1699）

１０ 江戸日記 元禄12年（1699）

１１ 江戸日記 元禄１３年（1700）

１２ 天保美作国絵図（幕府収納原本） 天保９年（1838）５月

1３ 天保美作国絵図（懸紙修正下絵図） 天保年間（1830～44）か

１４ 天保美作国絵図（修正前の写し） 天保年間（1830～44）か

１５ 山北村絵図 天保８年（1837）２月

１６ 惣社村絵図 天保８年（1837）２月

１７ 小原村絵図 天保８年（1837）２月

１８ 上河原村絵図 天保８年（1837）２月

１９ 小田中村絵図 天保８年（1837）２月

2０ 河崎村絵図 天保８年（1837）２月

2１ 野介代村絵図 天保８年（1837）２月

2２ 志戸部村絵図 天保８年（1837）２月

2３ 沼村絵図 天保８年（1837）２月

2４ 勝部村絵図 天保８年（1837）２月

2５ 東一宮村里方絵図 天保８年（1837）２月

2６ 東一宮村山方絵図 天保８年（1837）２月

2７ 大田村絵図 天保８年（1837）２月

2８ 籾山村絵図 天保８年（1837）２月

2９ 紫保井村絵図 天保８年（1837）２月

3０ 西一宮村絵図 天保８年（1837）２月

3１ 近長村絵図 天保８年（1837）３月

3２ 堀坂村絵図 天保８年（1837）３月

3３ 新野西村絵図 天保８年（1837）３月

3４ 妙原村絵図 天保８年（1837）３月

3５ 勝加茂西下村絵図 天保８年（1837）３月

3６ 勝加茂西中村絵図 天保８年（1837）３月

3７ 勝加茂西上村絵図 天保８年（1837）３月

3８ 植月東村絵図 天保８年（1837）３月

9５

形態の

特記

分割６巻

竪帳

竪帳

分割７巻

分割７巻

軸装

軸装

仮表装

仮表装

軸装

軸装

仮表装

軸装

仮表装

仮表装

軸装

仮表装

仮表装

仮表装

仮表装

仮表装

文化財

指定

岡山県

岡山県

国

所蔵者

個人

個人

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

当館

当館

国立公文書館

個人

個人

当館

当館

当館

当館

当館

当館

当館

当館

当館

当館

当館

当館

当館

当館

当館

当館

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏

矢吹和夫氏
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